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 杉 浦 紙 工 株 式 会 社

≪　ご挨拶　≫

　杉浦紙工株式会社は、群馬県で江戸時代より紙の商いをしているスギウラ株式会社の

グループ会社です。化粧箱・ディスプレイなどの厚紙加工をしています。創業当初から

お客様に信頼される会社を目指し、品質・納期・価格・サービスの向上に努めてまいり

ました。そして近年では、環境問題に積極的に取り組む事で社会に貢献する会社を目指

しています。

　そこで、2006年11月1日よりエコアクション21の認証・登録を行い「環境に優しい会

社」として活動をしてまいりました。

　製造業は、製品を作る事で色々な資材を使用します。材料の廃棄する部分を少なく

し、廃棄材は全てリサイクルするようにします。また、自然にやさしい薬剤への移行を

進めると共に、薬剤の使用量を減らすようにします。

　エコとは直接関係はありませんが、2018年から防虫対策をエコ21委員会活動に入れ

ました。

昨年に続き、全ての項目でコロナ禍の影響が大きく反映された1年でした。受注量は

コロナ以前に戻りつつありますが、毎週水曜日と出勤日の全ての土曜日をレイオフと

しました。稼働日が少なくなることは、全ての項目で大幅な削減という結果になって

います。

来期は雇用維持のための助成金がなくなるため、レイオフをする意味がなくなって

しまいました。受注を増やさなくてはなりません。それでもレイオフをした経験を

生かし、週休２日制を導入しました。

杉浦紙工株式会社

代表取締役社長　杉浦 芳郎
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　　　　　　　≪　基本理念　≫

　わが社は、紙製品の企画・設計から製造・納品まで、

環境にやさしい会社の実現を目標とし、循環型社会の

一員として活動し、環境経営の継続的改善を誓約致します。

　　　　　　　≪　行動指針　≫

① 二酸化炭素を削減する。

② 廃棄物を削減する。

③ お客様に対して環境にやさしい包装資材を

　  提案する。

◇ 環境負荷の少ない素材を提案する。

◇ 製品設計時 材料の使用削減を提案する。

◇ リサイクルしやすい材料を提案する。

④ 排水などの測定・監視を定期的に行い自主管理

    目標を設定する。

⑤ グリーン購入を推進する。

⑥ 環境に関する法令を遵守する。

　2023年5月1日　　　　　　代表取締役社長　杉浦芳郎

（ １ ）

Ⅰ． 環境経営方針　　　―　杉浦紙工株式会社　―

―　この方針を広く社会に公表するとともに全社員に周知致します　―



Ⅱ．　事業活動

１． 事業社名及び代表者名

杉浦紙工株式会社

代表取締役社長 杉浦 芳郎

２． 所在地

〒３７０-１１２４

群馬県佐波郡玉村町角淵５２１７

３． 対象範囲（認証・登録範囲）

玉村工場：〒３７０－１１２４　群馬県佐波郡玉村町角淵５２１７

なお、本社は事業実態がないので適用範囲は

上記玉村工場のみとなります。

４． 環境関係の責任者及び担当者連絡先

責任者： 代表取締役社長 杉浦　芳郎

担当者： EA21事務局 柳田　昌也

連絡先： 電話 ０２７０-６４-２５１１

FAX ０２７０-６４-２２５５

ホームページアドレス: http://www.sugiurashikou.co.jp

５． 事業内容

紙器製造

６． 事業規模

t 934 1,000 944 775

人 44 44 44 44

㎡ 6,478.26 6,478.26 6,478.26 6,478.26

（ 2 ）

敷地面積

単位 2019年度活動規模 2022年度2021年度2020年度

主要製品製造量

従業員



Ⅲ．　ＥＡ２１推進体制
　　　　当社のＥＡ（エコアクション）２１を運用する為の組織を下記の通りに定める。

総務部 営業部

総務課 営業課 業務課
(部門責任者) (部門責任者)

配送課 打抜課
(部門責任者) (部門責任者)

仕上課
(部門責任者)

各担当責任者の任命と責任権限の明示。

EMSの構築・運用維持に必要な諸資源の準備。環境方針の策定。

EMSに関する情報を収集しシステム全体の見直しを行い、

必要に応じた指示をする。

自己の管理範囲内における管理責任者として、全員参画による

EMSの運用に責務を負い、部門内の人材育成、円滑な運用を図る。

また他部門の内部監査役も兼ねる。

上記メンバーで構成し、月１回ないし２回環境管理責任者が召集する。

環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。

環境管理責任者が必要と認めた者は出席する事ができる。

【最高責任者】
杉浦代表取締役社長

【環境管理責任者】杉浦代表取締役社長 環境委員会の運営。最高責任者の補佐。

環境社内委員会

（ 3 ）

【事　　　　務　　　　局】柳田・時實 環境管理責任者を補佐し、EMSに関する実務全般を所管

【内部監査リーダー】書上部長 内部監査の計画及び実施の責任

部門責任者

従業員 環境方針、計画等の周知徹底を行う。

刷版・印刷課

職 名

代表者（経営者）

環境社内委員会 環境管理責任者

内部監査ﾘｰﾀﾞｰ

事務局

製造部業務部

(部門責任者)

役 割



Ⅳ．　環境経営目標　

― 環境負荷実績と環境目標を比較 ―

1． 主要な環境目標と環境負荷及び実績
基準値 ５５期 ５６期
前年度 来年度 3年後
実績 目標 実績 目標 目標

kwh 335,617 352,392 310,488 310,488 290,547

ガソリン 4,385.27 4,248.00 4,071.06 4,188.00 4,372.00
軽油 7,434.02 7,860.00 7,690.49 7,776.00 7,412.00

㎏ 8,604.0 8,040.0 12,320.0 10,236.0 7,313.4

㎥ 686.0 685.0 618.0 615.0 682.6

ph 8.5 5.0～8.9 7.7 5.0～8.9 5.0～8.9

mg/l 58.0 600.0 46.0 600.0 600.0

mg/l 36.0 - 25.0 - -

mg/l 49.0 600.0 80.0 600.0 600.0

mg/l 1未満 5.0 1未満 5.0 5.0

kg 80.01 77.30 43.53 44.00 79.20

アイテム数 226 240 161 180 276

※電気の排出係数は東京電力の0.447kg-CO2/kwh
※注1；前年度実績より目標値が高く設定されている項目がありますが、これはコロナ禍で1日／週の計画年休が無くなり稼働日が増えた為です。

化学物質使用量 削減
◎法規制の遵守
◎整理・整頓の推進
◎化学物質の適切な管理

環境配慮製品の拡販
◎環境に対応した製品の数の把握
◎顧客に再生紙の使用を営業を通じて提案する

（ 4 ）

水道使用量 削減
　
◎生活排水の節約を心掛ける

排出水質 改善
◎玉村町上下水道条例を目標値とする
◎水質検査数値を法令基準内に抑える
◎年２回の水質検査

ph;水素イオン濃度

BOD;生物化学的酸素要求量

COD;化学的酸素要求量

SS;浮遊物質

ｎ‐へキサン（鉱油類含有量）

〔電気〕
◎電灯スイッチの入り切りの徹底
◎エアコン適正温度の管理強化
〔燃料〕
◎エコドライブを心掛ける
◎燃費を向上させる

電力購入量

燃料購入量 ℓ

廃棄物 削減
◎リサイクル率の向上
◎産業廃棄物置場を分かりやすくして、整理・整頓を心掛ける

二酸化炭素 削減 kg-CO2 179,347.4 187,653.4 168,074.5 168,566.4 159,140.5

環境目標項目
単位

５４期
環境活動計画

実施事項
今年度（22年度）

関連環境負荷項目 (注1)



Ⅴ．　環境活動の取組と評価

① 二酸化炭素の削減 《　評価　A　》
　『 批評 』

2022年度の 電気：電気使用量が目標29,366kwhより実績25,874kwhと下げる事ができた。
電気は、使用量を月平均29,366kwhにする。
燃料は、 燃料：54期実績、営業車；月平均339ℓ、配送車；月平均629ℓと大幅削減が実現できた。
月平均【営業】357ℓ 【配送】655ℓ
にする。 　『 来年度取組 』
『目標達成手順』 燃料部門の55期の目標は、営業車；月平均349ℓ・配送車；月平均648ℓと3％増する。
*人のいない場所の消灯 営業車･配送車とも、コロナが落ち着きレイオフ解除になり稼働日数が増える為、
*エアコンの温度管理 3％の増加を見込んだ。
*エコドライブを心掛ける
*燃費を向上させる 電気部門の55期の目標は25,744kwhとする。レイオフ解除を考慮すると高いハードルと思われる。

電気使用料の値上げもあり達成してほしい目標である。

② 廃棄物の削減 《　評価　B　》
2022年度は月平均670ｋｇにする。 　『 批評 』
『目標達成手順』 今期実績は、月平均845kgと増加した。
*廃棄物の分類の徹底 目標の月平均670㎏を大きく上回る結果となった。使用する材料はメーカーにより梱包形態が
*リサイクル処分を心掛ける 異なり、より多くの廃棄物は出てしまう場合がある。特に輸入紙は輸送の関係もあり、木枠

などの包材が増えることがある。
　『 来年度取組 』
55期の目標は、月平均853kgの1％増とする。
レイオフが解除になり、受注増になる。

③ 排出水質の改善 《　評価　A　》
水道使用量の削減 　『 批評 』
2022年度は水道使用量を年間685㎥にする。 今期使用量の実績は、618㎥となり、54期目標の685㎥を達成することができた。
『目標達成手順』 やはりレイオフで工場が稼動しない日があることが影響していると思われる。
*水質検査の結果を法令基準値の範囲内 排出水質は、調査している数値で問題が無いレベルである。
抑える。
*生活排水の節約 　『 来年度取組 』

55期目標を615㎥とする。レイオフ解除になり目標が立てづらい状況である。
水質は問題ないレベルではあるが、常に検査し変化を早く察知する体勢を維持する。

⑤ 化学物質使用量の削減 《　評価　A　》
2022年度は年間使用量を77.3kgにする。 　『 批評 』
『目標達成手順』 目標77.3kgに対し、実績44.18kgと大きく達成することができた。
*使用物質及び量の把握
*法規制の遵守 　『 来年度取組 』
*整理・整頓の推進 55期目標を44kgとする。再度、購入担当者と協議し、環境に配慮した製品の購入を進めて
*化学物質の適切な管理 削減に取り組む。

⑥ 環境配慮製品の拡販 《　評価　A　》
2022年度は新規受注品を月平均20点受注 　『 批評 』
『目標達成手順』 実績は月平均13.42点と目標の20点には及ばなかった。ここ数年新規受注が厳しい状況の中
*環境に対応した製品の数の把握 数字にはつながらない提案を数多くていしていることを評価した。
*顧客に再生紙の使用を提案

　『 来年度取組 』
55期目標を月平均15点に変更する。

取組計画 評価

 （ 5 ）



Ⅵ．　環境関連法規制の遵守状況

〈１〉　当社において該当する主な環境関連法規制

水質汚濁防止法 特定施設の届出

水質検査の実施

規制基準値の遵守

浄化槽法 設置の届出

水質検査の実施

下水道法 設置の届出

水質検査の実施

騒音規制法 特定施設の届出

規制基準値の遵守

振動規制法 同上

廃棄物の処理及び清掃に 産廃業者との契約締結

関する法律 マニフェストの管理

水銀使用製品産業廃棄物の管理

PRTR法 排出量の把握

労働安全衛生法 有機溶剤作業主任者の選任

作業環境測定の実施

特殊健康診断の実施

消防法 指定可燃物の貯蔵

フロン排出抑制法 定期点検の実施

点検ﾁｪｯｸｼｰﾄの保管

確認日 2022.6.1

〈2〉　違反について

当社における環境関連法規への違反 ・ 訴訟等はありません。

また、外部からの苦情もありません。

遵法
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遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

法規制等の名称 遵守すべき事項 遵守状況

遵法

遵法

遵法



Ⅶ.　環境活動 対策報告1

  ・電力削減の為（エアコンの設定温度を下げる目的）、
　 事務棟の東と南の窓にすだれ／よしずをかける

  1F：よしず 2F：すだれ
  南側用の葭津1800×2100　4個 窓の数-東側4／南側3
  東側用の葭津1800×2100　3個 1700×1200サイズ以上の簾7個使用

  ・電力削減の為（エアコンの設定温度を下げる目的）事務棟の屋根に断熱塗料を塗る。

　 カンペハピオ（関西ペイント）_油性シリコン遮熱屋根用コーヒーブラウン＆専用下地剤

（ 7 ）



環境活動 対策報告2
デマンド値（最大需要電力）の引き下げを目標にするため、2011年6月にデマンドコントローラーを導入。　

       

　　

 　　 

デマンドコントローラーを導入し、去年の夏は警告音が鳴りましたが、不要な電気を消すなど、
社員の節電意識が高まったと思います。

燃料使用量の削減とＣｏ2削減のため、エコカーを導入。

今後、自動車を購入する際は、Ｃｏ2の排出が少なく、燃費の良い自動車を検討して、
購入していきたいと思います。

（ 8 ）



　  環境活動 対策報告3

       

　　　弊社では、お客様に環境にやさしい包装資材を提案しています。
　　　主に使用している材料はコートボールという資材です。製品を作る際に出た加工不良品や
　　　ヤレ紙は全てリサイクルにまわしています。　　
　　　
　　　

　　　また、リサイクル率の高いダンボールを使用し、最近では木材を原料として使わない紙を
　　　お客様に提案し、製品化させて頂いています。

　　　
　　　

　　　2018.3.31　B棟の電灯をLEDに変更。電気使用量削減と虫対策への効果を期待します。
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       確認出来るようになりました。

　　　
　　　

　　　
　　　

（ 10 ）

　　　ペンチやハサミなど工具置場製作

　  環境活動 対策報告4

　　　専用の機械オプション、工具置場を製作し、見える化を行いました。
　　　見える化を行う事で、機械準備が早く終わり、どこに何があるかが一目で

2019.11.1



Ⅷ．　代表者による全体評価と見直しの結果

　今年も引き続きコロナの影響が出てしまいました。

また、ウクライナとロシアの戦争が長期化するなかで物価上昇が続いています。

現状受注の回復の兆しも無いままです。

受注が少ないということは、工場の稼動も悪く、エコアクションで目標に挙げる全ての

項目の減少に繋がります。そのことを加味した目標設定をして達成する努力をしてまいり

ました。

環境の変改に対応し目標設定し、活動を続けることが出来たのは、長年エコアクション21

で活動してきた成果だと思います。

受注が減少する中、目標を設定し社員全体で取り組み、結果を出せたのは十分評価に

値すると判断しました。

　評価は、Ａです。

私たちは、物を作る会社です。色々な材料を使用します。電力も水も、そしてガソリンも

使います。時間も使います。これからも厳しい経済情勢の中で使用するものを少なくし、

環境負荷を抑える事を念頭に活動して行きます。

杉浦紙工株式会社

代表取締役社長　　杉浦 芳郎
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　　　2023年5月1日


